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参考資料１ 上越 WG 委員名簿 

（敬称略） 

  氏 名 所 属 

委員長 青山 浩子 農業ジャーナリスト 

委員 藤崎 慎一 ㈱地域活性プランニング代表取締役 

〃 古川 敏雄 JA えちご上越営農生活部長 

〃 所山 正隆 新潟県指導農業士会副会長 

〃 斉京 貴子 NPO 法人食の工房ネットワーク代表 

〃 小林  元 ㈱武蔵野酒造代表取締役社長 

〃 萩原 健一 ㈱岩の原葡萄園代表取締役社長 

〃 町屋 隆之 上越国際交流協会代表 

〃 平山 公明 
上越商工会議所青年部商業振興副委員長 

新潟空港ビルディング㈱旅行コンサルタント 

〃 本山 雅彦 ㈱JTB 関東高田支店長 

〃 野本  幸 NPO 法人女性みちみらい上越理事長 

〃 井部 敬子 ㈱リクルート国内旅行ディビジョン観光担当 

〃 岡村 正善 上越観光こんべンション協会事務局長 

〃 豊田 祐造 国土交通省総合政策局 観光担当参事官室 専門官 

〃 白砂  健 国土交通省北陸信越運輸局 観光振興課 観光第二係長 

〃 渡邉 明彦 農林水産省農村振興局 企画部農林政策課 課長補佐 

〃 草薙 宗樹 農林水産省北陸農政局 農村振興課 課長補佐 

〃 中村 修治 上越市農林水産部長 

〃 村上 雅巳 上越市産業観光部観光企画課長 

 



1

台北国際旅行博（ＩＴＦ：International Travel Fair)について

• 正式名称：台北国際旅行博２００５

• 期日：２００５年１１月１７日～１１月２０日

• 出展：５９か国

• 総入場者１２５，７３７人

• ＩＴＦにおける上越市の実施項目

– ビジット・ジャパン・キャンペーン（ＶＪＣ）台湾ステージにおける上越の米ならびに観光プロモーション
• 上越市長による上越市紹介とイベント（米、ワイン、日本酒、雪下駄などのプレゼントつき）
• 上越市プロモーションビデオの上映

– ＶＪＣ台湾ブースにおけるプロモーションならびにアンケート調査
• 上越市パネル（４種）掲示
• アンケート調査（米関連調査約４００名、観光関連調査約４００名の計約８００名に実施）

– モニターツアー懸賞の募集活動
– 上越の米プレゼント

– ラジオ番組への市長ご出演
• 中廣ラジオ局番組の出演で上越の米、観光要素、上越ネット（市のホームページの中国語頁）をアピール

ステージ前のＶＪＣブース風景
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アンケート風景 ＶＪＣブースでの上越市パネル展示

木浦市長によるステージパフォーマンス ステージ装飾

台北旅行博における上越市の活動
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上越米のラベル表・裏面
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実際に配布された上越米
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上越市観光・食プロモーションビデオの構成



モニターツアーの概要

①目的：a. 食と雪を中心とした、上越市内の観光資源を、実際に台湾の一般モニターに体験しても
らうことで、上越市のファンになってもらい、口コミを通じた台湾での上越市に対する
情報発信の一助とすること。

b. ツアー参加者の反応を基に、観光地としての上越市 のポテンシャルを明らかにすると
共に、可能性を持った資源の発掘と、今後検討していくべき課題を明らかにすること。

c. マスコミへの効果的な対応を通じて、PRを通じた上越に対する情報発信を促進すること。

②日程：2006年2月19日（日）～22日（水）

③参加者：一般モニター：３組６名／マスコミモニター（TV、新聞、週刊誌）：３組４名



モニターツアーのスケジュール



2/19(日） 1日目

上越ごっつぉ料理① 上越ごっつぉ料理② 上越市総合博物館①
上越市総合博物館②

高田公園① 高田公園②
キューピットバレイ：キャンドル作り

キューピットバレイ：キャンドルを
背景に夕食



2/20(月） 2日目

キューピットバレイ雪遊び① キューピットバレイ雪遊び②
岩の原ワイン葡萄園見学

岩の原ワイン試飲

高橋孫左衛門見学

今井染物店見学 小川呉服店見学①

小川呉服店見学②
鵜の浜 湯元館夕食



2/21(火） ３日目

吉川杜氏見学①

吉川杜氏見学②
市長表敬訪問歓談 記念品贈呈

くわどり 古民家昼食 スノーシュー体験 くわどり湯ったり村夕食
雪コタツでのコーヒーブレイク



2/22(水） ４日目

湯ったり村朝食 湯ったり村買い物
市役所ヒアリング①

市役所ヒヤリング②

謙信公かちどき飯試食 謙信公かちどき飯試食



重要な発見

①全体を通して共通な発見：「地元とのふれあいに極めて高い評価」

-台湾のモニターは今回の体験の中で、地元の人とのふれあいに対して極めて好意的であった。

‐今回のモニターツアーの参加者の多くは、日本滞在経験を有しているが、そうした人でも日本の「モノ」には

触れていたものの、「こころ」には触れたことがないことから、訪問先で説明を行なう人の話を、興味深く聞いて

おり、後のヒアリングの際にも、その部分を大きな付加価値として受け止められていた。

②食関連の資源について：「海鮮／コメ」に加え、郷土料理にも高い評価

‐海鮮料理に対する評価は、定量調査の結果と同様に極めて高いものであった。

‐それ以外にも「上越のごっつお」や「謙信公のかちどき飯」「山菜」等の、地域独自の食資源についても、地元の

方々の説明が加わることで、その背景を適切に理解し、付加価値の高いものと感じたようである。

‐コシヒカリについてはやはり皆満足したようで、歯ごたえが良く、冷めてもおいしいという、上越米の特徴に

極めて高い評価を受けた。

‐その他にも、地域独自の食資源（例えば、「かんずり：雪にさらした唐辛子を原料した、辛まろやかな味わいの

香辛料」）に対して極めて高い評価をするなど、独自の視点での発見もみられた。

③雪の活用について：「地元の人との雪上での体験」が極めて重要

‐台湾の人は、確かに雪に対する関心は高いが、雪を見せるだけで必ず満足させることができるというわけでは

なく、自分が雪を通じてどのような体験ができるか、ということを重視しているようであった。そのために、

2日目の雪遊びや3日目のスノーシュー体験でも、地元のガイドとの触れ合いを通じて、初めて彼らの中に

「新鮮」と捉えられたようである。



モニターツアーの成果

①①「上越ファン」の創出に成功「上越ファン」の創出に成功
- ヒアリング調査の際にも、参加者全てが、上越市に「将来訪問したい」や「友人や知人に積極的に紹介したい」

など、今回のモニターツアーの参加者の間で、上越市に対する親近感の醸成に成功した。今後についても、

彼らからの口コミを通じた情報発信を通じて、「上越市」に対する 興味関心層の着実な増加が期待できる。

②②PRPR関係者を通じた露出獲得に成功関係者を通じた露出獲得に成功
‐マスコミ関係者の間で、「雪国体験」「温泉」「葡萄酒＆日本酒」「コシヒカリ」「食」といった、上越市の持つ

多面的なポテンシャルが高く評価された結果、例えばTVでの取扱いについても、当初は２回のみの放送予定

だったのが、今回の訪問の結果４回の取扱いとなるなど、PRの 領域においても、大きな成果を上げることが

できた。

③③地元の受け入れ者の間のモチベーションアップに貢献地元の受け入れ者の間のモチベーションアップに貢献
‐今回モニターツアーを受け入れた施設の担当者にとっても、台湾からの旅行客への対応の経験は極めて

新鮮なものと写ったようで、多くの人が海外からの受け入れに興味を示し、今後についても積極的に行ない

たいという、前向きな意識の醸成に成功した。






















